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                                                                                                                                                                       █ ８ 添付書類  

４ 実施主体（活動組織） 

(1) 組織名称 
エキキタまちづくり会議 

(2) 組織の概要 

ＪＲ広島駅新幹線口周辺地区（エキキタ）は、“往来の交流”"歴史・文化の交流“”

交通の交流“など様々な「交流」によって、育まれてきました。若草地区の再開発事

業、二葉の里地区の新規施設の集積、広島駅自由通路・デッキの整備などにより、”新

たな交流“によるまちづくりが期待できるまちに生まれ変わっています。エキキタの魅

力を磨き上げ、一体的なまちづくり・地域おこしを進めることで、様々な人々が交流

し、賑わいと活力が高まり、「広島を代表する地区に成長させたい」と考え、平成 27 年

3 月にエキキタの地元企業や住民団体、行政が＜エキキタまちづくり会議＞を設立しま

した。 

 

本会議は、産官学民の協働・連携により、エキキタが一体となった持続可能なまちづ

くりを円滑かつ効果的に推進することを目的としています。 

本会議は、この目的を達成するため、次の活動を行います。 

① エキキタのまちづくり・地域おこしに関する企画・立案、計画の策定及び活動の

実施に関すること。 

② エキキタの魅力や活動の国内外への情報発信に関すること。 

③ その他、目的の実現に必要な事項に関すること。 

 

(3) 役員名簿 

役 名 団体名 氏 名 役 職 

会 長 シージーケー株式会社 下河内 一成 代表取締役社長 

副会長 尾長地区連合町内会 山城 政之 会 長 

監 事 広島銀行広島駅北口支店 渡部 聡一郎 支店長 

事務局 復建調査設計株式会社  

 

 

 
 

(4) 組織体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総 会 
（年 1回以上開催） 

事業計画の議決等を行う

意思決定機関 

エキキタの関係者

が共有できる明確

な将来像、目標を

検討する部会 

会 長 
（1名） 

副会長 
（1名） 

事業部会 公的空間部会 

会議を代表し、 

会務を総理する。 

企画会議 各部会で検討・企画した取組内容・

事業費等の確認を行う会議 

事業の企画・立

案、活動実施の中

核となる部会 

公園や有効空地

等の公的空間の

活用について検

討する部会 

従事者１名、専用事務所なし。 

監 事 
（1名） 

事務局 
（復建調査設計株式会社） 

会議の会計を監査する。 

ア
ド
バ
イ
ザ 

会長を補佐し、会長に事故が

あるときは職務を代行する。 

必要に応じて学識

経験者等から選任 

将来像部会 情報発信部会 

情報発信に関わ

る企画・立案、活

動実施の中核と

なる部会 

（活動準備中） 

変更前 



 

                                                                                                                                                                       █ ８ 添付書類  

４ 実施主体（活動組織） 

(1) 組織名称 
エキキタまちづくり会議 

(2) 組織の概要 

ＪＲ広島駅新幹線口周辺地区（エキキタ）は、“往来の交流”"歴史・文化の交流“”

交通の交流“など様々な「交流」によって、育まれてきました。若草地区の再開発事

業、二葉の里地区の新規施設の集積、広島駅自由通路・デッキの整備などにより、”新

たな交流“によるまちづくりが期待できるまちに生まれ変わっています。エキキタの魅

力を磨き上げ、一体的なまちづくり・地域おこしを進めることで、様々な人々が交流

し、賑わいと活力が高まり、「広島を代表する地区に成長させたい」と考え、平成 27 年

3 月にエキキタの地元企業や住民団体、行政が＜エキキタまちづくり会議＞を設立しま

した。 

 

本会議は、産官学民の協働・連携により、エキキタが一体となった持続可能なまちづ

くりを円滑かつ効果的に推進することを目的としています。 

本会議は、この目的を達成するため、次の活動を行います。 

① エキキタのまちづくり・地域おこしに関する企画・立案、計画の策定及び活動の

実施に関すること。 

② エキキタの魅力や活動の国内外への情報発信に関すること。 

③ その他、目的の実現に必要な事項に関すること。 

 

(3) 役員名簿 

役 名 団体名 氏 名 役 職 

会 長 シージーケー株式会社 下河内 一成 代表取締役社長 

副会長 尾長地区連合町内会 原田 幹太 会 長 

監 事 広島銀行広島駅北口支店 渡部 聡一郎 支店長 

事務局 復建調査設計株式会社  

 

 

 
 

(4) 組織体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総 会 
（年 1回以上開催） 

事業計画の議決等を行う

意思決定機関 

エキキタの関係者

が共有できる明確

な将来像、目標を

検討する部会 

会 長 
（1名） 

副会長 
（1名） 

事業部会 公的空間部会 

会議を代表し、 

会務を総理する。 

企画会議 各部会で検討・企画した取組内容・

事業費等の確認を行う会議 

事業の企画・立

案、活動実施の中

核となる部会 

公園や有効空地

等の公的空間の

活用について検

討する部会 

従事者１名、専用事務所なし。 

監 事 
（1名） 

事務局 
（復建調査設計株式会社） 

会議の会計を監査する。 

ア
ド
バ
イ
ザ 

会長を補佐し、会長に事故が

あるときは職務を代行する。 

必要に応じて学識

経験者等から選任 

将来像部会 情報発信部会 

情報発信に関わ

る企画・立案、活

動実施の中核と

なる部会 

変更後 



 

                                                                                                                                                                       █ ８ 添付書類  

 
 実施時期 取組名等 取組内容 
    

活
か
す 

平成 28 年 1～3 月 
以降、毎年開催 

エキキタスイーツ
ラリーの実施 

エキキタへの来訪者増加を目的に、スイーツ店を対象と
したスタンプラリーを実施 
第 2回 平成 28 年 1月 22 日～3月 20 日 
第 3回 平成 29 年 2月 1日～3 月 15 日 
第 4回 平成 30 年 2月 1日～3 月 15 日 
第 5回 平成 31 年 2月 1日～3 月 15 日 

 ※第1回はエキキタまちづくり会議の設立前に関係団
体の実行員会方式により実施     

自
立
す
る 

平成 27 年 2 月 
エキキタ活性化組
織設立準備会 

エキキタの活性化のための組織設立のため、東区役所と
地元商工会等が意見交換を行うための準備会を開催 

平成 27 年 3 月 
エキキタまちづく
り会議設立 

エキキタの地元企業や住民団体、行政により＜エキキタ
まちづくり会議＞を設立。以降、定期的に会議を開催 

 会議開催件数 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29  
 総会 

企画会議 
将来像部会 
事業部会 

2 回 
1 回 
3 回 
2 回 

2 回 
3 回 
4 回 
5 回 

2 回 
2 回 
3 回 
6 回 

 

    

 

活
か
す 

平成 27 年 8 月 
以降、毎年開催 

祈りと平和の夕べ
の開催 

平成 24 年度から毎年 8 月 5 日等に開催されているエキ
キタにある七つの社寺を千本のロウソクと夏の花 ひま
わりでお出迎えするイベント「祈りと平和の夕べ」の実
行委員会に参加。以降、毎年開催 

    

自
立
す
る 

平成 27 年 12 月 
他都市のまちづく
りの視察 

エリアマネジメントの先進事例について調査し、エキキ
タのまちづくりに寄与させるため、他都市（福岡市の We 
Love 天神の取組など）の視察を実施 

    

活
か
す 

平成 28 年 2 月 お店マップの作成 
エキキタの魅力を情報発信し、賑わいや回遊性のある空
間を創出するため、「広島エキキタ散策 お店マップ」を
延べ 35,000 部作成、配布 

    

自
立
す
る 

平成 28 年 3 月 
以降、４回開催 

講演会の開催 

エキキタにおける賑わいづくりの気運の醸成を図ること
などを目的に、外部講師を招き講演会を開催 

第2回
第3回
第4回

平成28年 
平成29年 
平成30年 

12月
3月
3月

3日 
11日 
4日 

 

 

平成 29 年 3 月 
エキキタまちづく
りビジョンの作
成・配布 

様々なまちづくりの取組を方向付け、エキキタのまちづ
くりに関係する方々が共有できるエキキタまちづくり
ビジョンを 15,000 部作成、配布     

安
全 
・ 
安
心 
・ 
快 

適 

平成 29 年 6 月 
街区公園清掃等報
奨金制度の活用 

市から報償金が交付される「街区公園清掃等報奨金制
度」を活用し、エキキタまちづくり会議の構成員である
「尾長連合町内会」が光が丘第一公園の管理を開始。 

平成 29 年 6 月 一斉清掃の実施 
エキキタ内の様々な人々が協働してエキキタ内にある
街区公園や緑地の清掃活動を開始。以降、毎月１回実施     

自
立
す
る 

平成 29 年 6 月 
公的空間部会の新
設 

エキキタまちづくり会議内に、公園や有効空地の活用を
検討するために「公的空間部会」を新設 

平成 29 年度中に 4 回の会議を開催     
 
つ
ど
う 

平成 29年 10月 29日 
以降、2回開催 

エキキタカラフル 
マルシェの開催 

「公的空間が変われば、街が変わる！」をキャッチフレ
ーズに、公的空間活用実証事業として「エキキタカラフ
ルマルシェ」を開催 
 第 2回 平成 30 年 11 月 3・4 日     

活
か
す 

平成 29 度 11 月 18
日～1月 8日 

エキキタイルミネ
ーションの実施 

新しい冬のスポットとして「リボン」を愛言葉（あいこ
とば）に、「エキキタイルミネーション」を実施 

平成 30 年度 11 月 9 日～1月 15 日 
    

安
全 
・ 
安
心 
・ 
快 
適 

平成 30 年 4 月 
街区公園等指定管
理制度の活用 

エキキタまちづくり会議の構成員である「尾長連合町内
会」が、「街区公園等指定管理者制度」を活用し、エキキ
タ内１３か所の公園等の管理等を開始 

 

(5) 構成員 

加盟団体数は２６団体で、有している知見等に応じて、「将来像部会」、「事業部会」、「公

的空間部会」に属しています。 

NO. 団 体 名 将来像部会 事業部会 公的空間部会 

1 地域住民 尾長地区連合町内会 ● ● ● 

2 

事業者 

株式会社イズミ ●  ● 

3 シェラトングランドホテル広島  ● ● 

4 西日本旅客鉄道株式会社広島支社 ●   

5 広島テレビ放送株式会社 ●  ● 

6 ホテルグランヴィア広島  ●  

7 大和ハウス工業株式会社 ●  ● 

8 ＪＲ広島病院 ●   

9 中国ＳＣ開発株式会社  ●  

10 株式会社ＧＡパートナーズ  ●  

11 株式会社エネルギア・コミュニケーションズ   ● 

12 大和情報サービス株式会社   ● 

13 株式会社ザイマックス九州  ●  

14 株式会社アトラクトワン  ● ● 

15 株式会社マウンテンブック  ●  

16 

光商工会 

シージーケー株式会社 ●   

17 地元町内会（光町町内会） ● ●  

18 株式会社にしき堂  ●  

19 広島ガーデンパレス ●   

20 広島銀行広島駅北口支店  ●  

21 復建調査設計株式会社 ● ● ● 

22 もみじ銀行広島光町支店 ●   

23 

その他 

（有）ビー・エム・ジー  ●  

24 エキキタの通りに名前をつける会 ● ●  

25 広島飲食業生活衛生同業組合（エキキタ部会）  ●  

26 行政 東区役所 ● ● ● 

オブザーバー 
比治山大学 

 
広島女学院大学 

事務局 
復建調査設計株式会社（従事者１名） 
所在地：広島市東区光町 2-10-11（会社
内） 

 

 

 

(6) 主な活動実績 

 

変更前 



 

                                                                                                                                                                       █ ８ 添付書類  

 
 実施時期 取組名等 取組内容 
    

活
か
す 

平成 28 年 1～3 月 
以降、毎年開催 

エキキタスイーツ
ラリーの実施 

エキキタへの来訪者増加を目的に、スイーツ店を対象と
したスタンプラリーを実施 
第 2回 平成 28 年 1月 22 日～3月 20 日 
第 3回 平成 29 年 2月 1日～3 月 15 日 
第 4回 平成 30 年 2月 1日～3 月 15 日 
第 5回 平成 31 年 2月 1日～3 月 15 日 

 ※第1回はエキキタまちづくり会議の設立前に関係団
体の実行員会方式により実施     

自
立
す
る 

平成 27 年 2 月 
エキキタ活性化組
織設立準備会 

エキキタの活性化のための組織設立のため、東区役所と
地元商工会等が意見交換を行うための準備会を開催 

平成 27 年 3 月 
エキキタまちづく
り会議設立 

エキキタの地元企業や住民団体、行政により＜エキキタ
まちづくり会議＞を設立。以降、定期的に会議を開催 

 会議開催件数 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29  
 総会 

企画会議 
将来像部会 
事業部会 

2 回 
1 回 
3 回 
2 回 

2 回 
3 回 
4 回 
5 回 

2 回 
2 回 
3 回 
6 回 

 

    

 

活
か
す 

平成 27 年 8 月 
以降、毎年開催 

祈りと平和の夕べ
の開催 

平成 24 年度から毎年 8 月 5 日等に開催されているエキ
キタにある七つの社寺を千本のロウソクと夏の花 ひま
わりでお出迎えするイベント「祈りと平和の夕べ」の実
行委員会に参加。以降、毎年開催 

    

自
立
す
る 

平成 27 年 12 月 
他都市のまちづく
りの視察 

エリアマネジメントの先進事例について調査し、エキキ
タのまちづくりに寄与させるため、他都市（福岡市の We 
Love 天神の取組など）の視察を実施 

    

活
か
す 

平成 28 年 2 月 お店マップの作成 
エキキタの魅力を情報発信し、賑わいや回遊性のある空
間を創出するため、「広島エキキタ散策 お店マップ」を
延べ 35,000 部作成、配布 

    

自
立
す
る 

平成 28 年 3 月 
以降、４回開催 

講演会の開催 

エキキタにおける賑わいづくりの気運の醸成を図ること
などを目的に、外部講師を招き講演会を開催 

第2回
第3回
第4回

平成28年 
平成29年 
平成30年 

12月
3月
3月

3日 
11日 
4日 

 

 

平成 29 年 3 月 
エキキタまちづく
りビジョンの作
成・配布 

様々なまちづくりの取組を方向付け、エキキタのまちづ
くりに関係する方々が共有できるエキキタまちづくり
ビジョンを 15,000 部作成、配布     

安
全 
・ 
安
心 
・ 
快 

適 

平成 29 年 6 月 
街区公園清掃等報
奨金制度の活用 

市から報償金が交付される「街区公園清掃等報奨金制
度」を活用し、エキキタまちづくり会議の構成員である
「尾長連合町内会」が光が丘第一公園の管理を開始。 

平成 29 年 6 月 一斉清掃の実施 
エキキタ内の様々な人々が協働してエキキタ内にある
街区公園や緑地の清掃活動を開始。以降、毎月１回実施     

自
立
す
る 

平成 29 年 6 月 
公的空間部会の新
設 

エキキタまちづくり会議内に、公園や有効空地の活用を
検討するために「公的空間部会」を新設 

平成 29 年度中に 4 回の会議を開催     
 
つ
ど
う 

平成 29年 10月 29日 
以降、2回開催 

エキキタカラフル 
マルシェの開催 

「公的空間が変われば、街が変わる！」をキャッチフレ
ーズに、公的空間活用実証事業として「エキキタカラフ
ルマルシェ」を開催 
 第 2回 平成 30 年 11 月 3・4 日     

活
か
す 

平成 29 度 11 月 18
日～1月 8日 

エキキタイルミネ
ーションの実施 

新しい冬のスポットとして「リボン」を愛言葉（あいこ
とば）に、「エキキタイルミネーション」を実施 

平成 30 年度 11 月 9 日～1月 15 日 
    

安
全 
・ 
安
心 
・ 
快 
適 

平成 30 年 4 月 
街区公園等指定管
理制度の活用 

エキキタまちづくり会議の構成員である「尾長連合町内
会」が、「街区公園等指定管理者制度」を活用し、エキキ
タ内１３か所の公園等の管理等を開始 

 

(5) 構成員 

加盟団体数は２６団体で、有している知見等に応じて、「将来像部会」、「事業部会」、

「公的空間部会」に属しています。 

NO. 団 体 名 
将来像

部会 

公的空

間部会 

事業 

部会 

情報発信

部会 

1 地域住民 
尾長地区連合町内会 

光町町内会（光商工会） 
● ● ●  

2 

事業者 

株式会社イズミ ● ●   

3 株式会社エネルギア・コミュニケーションズ  ●   

4 シージーケー株式会社（光商工会） ●    

5 シェラトングランドホテル広島  ● ●  

6 大和情報サービス株式会社  ●   

7 大和ハウス工業株式会社 ● ●   

8 中国ＳＣ開発株式会社   ●  

9 
中国ジェイアールバス株式会社（R2.5

～） 
  ●  

10 株式会社にしき堂（光商工会）   ●  

11 西日本旅客鉄道株式会社広島支社 ●   ● 

12 （有）ビー・エム・ジー   ●  

13 広島ガーデンパレス（光商工会） ●    

14 広島銀行広島駅北口支店（光商工会）   ● ● 

15 広島テレビ放送株式会社 ● ●  ● 

16 復建調査設計株式会社（光商工会） ● ● ●  

17 ホテルグランヴィア広島   ●  

18 株式会社マウンテンブック   ●  

19 もみじ銀行広島光町支店（光商工会） ●    

20 リ・ジューム合同会社（R2.7～）    ● 

21 株式会社 Attract One  ● ● ● 

22 株式会社ＧＡパートナーズ   ●  

23 医療法人ＪＲ広島病院 ●    

24 

その他 

エキキタの通りに名前をつける会 ●  ●  

25 光商工会 ●    

26 
広島飲食業生活衛生同業組合（エキキタ部

会） 
  ●  

27 行政 東区役所 ● ● ●  

オブザーバー 
比治山大学 

 
広島女学院大学 

事務局 
復建調査設計株式会社（従事者１名） 
所在地：広島市東区光町 2-10-11（会社内）  

(6) 主な活動実績 

 

変更後 

※表再整理済 



 

                                                                                                                                                                       █ ８ 添付書類  

６ 収支計画 

平成 31 年度収支（認定後の収支計画） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➣ 過年度の収支計画に、「二葉の里通り（有効空地）の活用」及び「街区公園の活用（自動販売

機の二葉の里第三公園への設置）」に係る項目を追加記載しています。 

➣ これらの収入額、支出額については、取組状況を踏まえ、検証、見直しを行います。 

➣ 将来的に使用料収入を増やし、広島市からの負担金を減らしていきたいと考えています。 

➣ その他、会費等の導入等、新たな自主財源の確保についても、検討していきます。 

➣ 有効空地（二葉の里通り）の活用に係る「事業スキーム及び経費の流れ」は次ページの図のと

おりです。 

 

収入の部                            単位：円 

科 目 予算額 摘 要 

前年度繰越金 534,510  

負担金等 
2,650,000 広島市負担金 

100,000 光商工会支援金 

公共施設等の利活用収入 

200,000 
自動販売機の設置（二葉の里第三公園）による
収入 

131,000 二葉の里通り利用料（審査手数料等分） 

その他収入 
200,000 協賛金、イベント収入等 

50 利息 

収入合計 3,815,560  

 

支出の部                                                       単位：円 

区 分 科 目 予算額 摘 要 

将来像部会 開催費 250,000 
勉強会、視察 

全国エリマネネットワーク関連 

事業部会 事業費 

500,000 スイーツラリーの実施 

100,000 既存イベント連携 

150,000 カラフルマルシェの開催 

550,000 
イルミネーションの実施 

エキキタマップの作成 

公的空間部会 委託料 

800,000 実証実験（アンケート調査等） 

100,000 一斉清掃等の実施 

30,000 自動販売機維持管理料 

50,000 二葉の里通り受付事務経費 

情報発信部会 委託料 300,000 ホームページ開設・運営 

事務費 400,000 印刷費、通信費等 

当期支出合計 3,230,000  

次年度繰越金 585,560  

支出合計 3,815,560  

 

【預かり金】                                                    単位：円 

科 目 予算額 摘 要 

二葉の里通り利用料 
（土地使用料分） 

3,370,600  

 

変更前 



 

                                                                                                                                                                       █ ８ 添付書類  

６ 収支計画 

平成 31 年度収支（H31 年度当初総会議決） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➣ 過年度の収支計画に、「二葉の里通り（有効空地）の活用」及び「街区公園の活用（自動販売

機の二葉の里第三公園への設置）」に係る項目を追加記載しています。 

➣ これらの収入額、支出額については、取組状況を踏まえ、検証、見直しを行います。 

➣ 将来的に使用料収入を増やし、広島市からの負担金を減らしていきたいと考えています。 

➣ その他、会費等の導入等、新たな自主財源の確保についても、検討していきます。 

➣ 有効空地（二葉の里通り）の活用に係る「事業スキーム及び経費の流れ」は次ページの図のと

おりです。 

 

収入の部                            単位：円 

科 目 予算額 摘 要 

前年度繰越金 600,000  

負担金等 
2,650,000 広島市負担金 

100,000 光商工会支援金 

公共施設等の利活用収入 

120,000 
自動販売機の設置（二葉の里第三公園）による
収入 

130,000 二葉の里通り利用料（審査手数料等分） 

その他収入 
0 協賛金、イベント収入等 

0 利息 

収入合計 3,600,000  

 

支出の部                                                       単位：円 

区 分 科 目 予算額 摘 要 

将来像部会 開催費 200,000 
勉強会、視察 

全国エリマネネットワーク関連 

事業部会 事業費 

500,000 スイーツラリーの実施 

100,000 既存イベント連携 

250,000 カラフルマルシェの開催 

500,000 
イルミネーションの実施 

エキキタマップの作成 

公的空間部会 委託料 

1,000,000 実証実験（アンケート調査等） 

250,000 一斉清掃等の実施 

0 自動販売機維持管理料 

0 二葉の里通り受付事務経費 

情報発信部会 委託料 300,000 ホームページ開設・運営 

事務費 500,000 印刷費、通信費等 

当期支出合計 3,600,000  

次年度繰越金 0  

支出合計 3,600,000  

 

【預かり金】                                                    単位：円 

科 目 予算額 摘 要 

二葉の里通り利用料 
（土地使用料分） 

3,370,600  

 

変更後 


